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　 中
学
生
の
主
張
・
作
文
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
の
主
張
大
会

　

第
42
回
中
学
生
の
主
張
大
会
が
11

月
3
日
、
た
ま
し
ん
R
I
S
U
R
U

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

市
内
中
学
生
3
1
1
8
人
の
応
募
か

ら
選
ば
れ
た
中
学
生
が
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
家
族
や
友
人
、
社
会
と

の
関
わ
り
の
中
で
気
付
き
、
考
え
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞

み
な
さ
ん
は
里
親
制
度
に
つ
い
て
ど

の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。

里
親
制
度
と
は
「
何
ら
か
の
事
情
に

よ
り
、
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
、
ま
た

は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持

っ
た
家
庭
環
境
で
の
養
育
を
提
供
す
る

制
度
」
で
す
。
そ
し
て
養
育
里
親
と
は

「
親
の
病
気
、
家
出
、
離
婚
、
そ
の
ほ

か
色
々
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
暮
ら

せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
人
」
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
逆
に
預
け
ら
れ
る

子
ど
も
の
こ
と
を
里
子
と
呼
び
ま
す
。

私
の
家
で
も
養
育
里
親
を
や
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
周
り
の
人
に
里
親
の
こ

と
を
話
す
と
き
、
多
く
の
人
が
養
子
縁

組
を
し
た
の
だ
と
勘
違
い
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
同
時
に
「
里

親
っ
て
大
変
そ
う
。
特
別
な
経
験
の
あ

る
人
だ
け
が
な
れ
る
も
の
だ
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
今
回
、
実
際
に
私
が
体

験
し
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
話
し
ま

す
。
皆
さ
ん
が
里
親
制
度
に
少
し
で
も

興
味
を
持
ち
、
里
子
に
向
き
合
っ
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

は
じ
め
に
短
期
委
託
で
の
体
験
に
つ

い
て
で
す
。
短
期
委
託
と
は
、「
一
日
か

ら
、
一
、二
ヶ
月
く
ら
い
の
短
期
間
だ

け
自
宅
で
里
子
を
預
か
る
こ
と
」
を
言

い
ま
す
。

我
が
家
に
は
中
高
生
が
来
る
こ
と
が

多
く
、
同
世
代
の
私
は
、
は
じ
め
ど
う

接
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て

い
ま
す
が
、
下
の
兄
弟
達
は
緊
張
し
て

い
る
里
子
さ
ん
に
気
軽
に
話
し
か
け
、

あ
っ
と
い
う
間
に
仲
良
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
私
が
里
子
さ
ん
と
話
せ
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
た
い
て
い
食
事
の
場

が
多
く
、
学
校
生
活
や
趣
味
の
話
か
ら
、

徐
々
に
仲
良
く
な
り
、
里
子
さ
ん
と
の

生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
里
子
さ
ん
か
ら
、
我
が
家
で
の

生
活
が
楽
し
か
っ
た
と
い
っ
て
も
ら
え

る
時
も
あ
り
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
。短

期
委
託
と
し
て
預
け
ら
れ
る
里
子

の
多
く
は
、
突
然
親
と
離
れ
る
こ
と
に

な
り
、
児
童
相
談
所
と
い
う
行
政
機
関

に
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
一
時
保
護

施
設
に
預
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
ど

に
遊
ん
だ
り
、
ご
飯
や
お
風
呂
な
ど
、

彼
の
お
世
話
を
私
た
ち
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
で
育
つ
と
い

う
こ
と
は
里
子
の
成
長
に
お
い
て
大
切

な
要
素
な
の
だ
そ
う
で
す
。
私
は
、
長

期
委
託
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
里
親
家
庭

が
も
っ
と
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
里

子
が
お
り
、
中
に
は
親
元
に
帰
れ
ず
、

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
子
や
、
施
設

な
ど
が
一
杯
で
保
護
先
を
転
々
と
す
る

子
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
も

関
係
の
あ
る
問
題
で
す
。
彼
ら
、
里
子

は
社
会
的
養
護
の
も
と
に
あ
り
、
里
親

で
な
い
人
も
含
め
た
社
会
全
体
で
育
ん

で
い
く
べ
き
子
ど
も
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
里
親
や
里
子
に
つ
い
て
の

正
し
い
情
報
を
得
て
お
く
だ
け
で
も
、

彼
ら
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
東

京
都
の
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寄

付
里
親
と
い
う
取
り
組
み
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
で
彼
ら
を
守

り
、
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
市
長
賞
＝
西
川
結
喜（
三
中
2
年
）

▼
議
長
賞
＝
ハ
ー
マ
ン
ト
リ
ー
デ
ィ

ラ
ン（
三
中
3
年
）、
鈴
木
よ
つ
は

（
七
中
3
年
）▼
教
育
長
賞
＝
岸
優

希（
一
中
2
年
）、
伊
原
結（
四
中
2

年
）▼
中
学
生
審
査
員
賞
＝
片
山
菜

緒（
二
中
3
年
）▼
中
学
校
P
T
A
会

長
賞
＝
近
藤
寧
（々
四
中
2
年
）▼
青

少
年
問
題
協
議
会
会
長
賞
＝
佐
藤
日

菜
子（
二
中
3
年
）、
天
神
リ
オ（
二

中
3
年
）、
江
﨑
万
桜（
四
中
3
年
）、

石
川
嵩
人（
五
中
1
年
）、
菅
野
亜
実

（
六
中
3
年
）、
遅
茜
月（
八
中
3
年
）、

髙
橋
絢
寧（
九
中
1
年
）、
小
幡
麻
桜

（
九
中
2
年
）

《
敬
称
略
・
各
賞
学
校
順
》

問
子
ど
も
育
成
課
青
少
年
係
・
内
線

1
3
0
6

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」
表
彰

　

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
コ
ン
ク

考
え
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

市
内
の
中
学
生
が
次
の
と
お
り
入
賞

し
、
立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
に

よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
東
京
都
大
会
作
文
委
員
会
賞（
立

川
市
長
賞
・
立
川
地
区
人
権
擁
護
委

員
会
最
優
秀
賞
）＝
佐
藤
愛
珠（
一
中

２
年
）▼
東
京
都
大
会
作
文
委
員
会

賞（
立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
優

秀
賞
）＝
伊
原
結（
四
中
２
年
）、
嶋

田
竜
也（
五
中
２
年
）、
塚
本
和
奏

（
五
中
２
年
）▼
多
摩
西
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
長
賞（
立
川
地
区
人
権
擁

護
委
員
会
入
選
）＝
和
田
愛
央（
一
中

２
年
）、
田
川
絃
十
衣（
四
中
３
年
）、

宮
﨑
聡
瑛（
四
中
１
年
）、
梶
原
諒
太

（
七
中
２
年
）ほ
か
一
名
▼
立
川
地
区

人
権
擁
護
委
員
会
佳
作
＝
三
浦
恭
吾

（
四
中
１
年
）、
宮
田
琉
生（
四
中
１

年
）、
沢
田
真
心（
七
中
２
年
）

	

《
敬
称
略
・
各
賞
学
校
順
》

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係
☎（
5

2
8
）4
3
1
9

小
・
中
学
校
給
食
の
食
材
料

納
入
事
業
者
の
指
定
申
請
を

受
け
付
け

　

令
和
5
年
度
・
6
年
度
の
小
・
中

学
校
給
食
の
食
材
料
納
入
事
業
者
の

第42回中学生の主張大会

社会全体で子どもを守って
西川 結喜（三中２年）

市長賞

指
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
く
わ

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
選
考
基
準　

▼
都
内
か
近
県
に
営

業
所
が
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
時
間
に

配
送
で
き
る
▼
2
年
以
上
営
業
活
動

を
し
て
い
て
経
営
状
況
が
良
好
▼
食

材
料
の
取
り
扱
い
が
安
全
か
つ
衛
生

的
で
あ
る
、
な
ど

●
受
付
期
間　

1
月
5
日（
木
）〜
31

日（
火
）

●
受
付
場
所　

学
校
給
食
課（
学
校

給
食
共
同
調
理
場
内
）

問
学
校
給
食
課
管
理
係
☎（
5
2
9
）

3
5
1
1

保
健
師
、看
護
師
、助
産
師
を

募
集

　

令
和
5
年
4
月
採
用
。
応
募
期

間
・
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
母
子
を
対
象
と
し
た
業
務

経
験
の
あ
る
方
▼
職
務
内
容
＝
乳
幼

児
健
康
診
査
、そ
の
他
母
子
の
保
健
事

業
業
務
に
関
す
る
こ
と
▼
勤
務
＝
月

1
日
〜
4
日
▼
謝
礼
等
＝
市
の
規
定

に
よ
る
▼
募
集
人
数
＝
若
干
名（
選
考
）

問
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係
☎（
5

2
7
）3
2
3
4

「
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
２
０
２
２
」

を
配
布

　

労
働
法
を
初
め
て
勉
強
す
る
労
働

者
や
雇
用
主
の
方
向
け
の
冊
子
で
す
。

産
業
振
興
課（
市
役
所
2
階
48
番
窓

口
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所

3
階
）、
市
内
公
共
施
設
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す（「
T
O
K
Y
O
は
た

ら
く
ネ
ッ
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

問
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
・
内
線

2
6
4
5

ー
ル
で
、
市
内
の
中
学
生
が
次
の
と

お
り
受
賞
し
ま
し
た
。

●
税
に
つ
い
て
の
作
文　

▼
市
長
賞

＝
宮
﨑
史
恩（
九
中
3
年
）▼
教
育
長

賞
＝
湯
浅
美
桜（
七
中
3
年
）

●
税
の
標
語　

▼
市
長
賞
＝
佐
藤
碧

彩（
六
中
1
年
）

「
納
税
者  

子
供
も
大
人
も
支
え
て

る  

感
じ
る
責
任  

つ
な
が
る
未
来
」

《
敬
称
略
》

問
課
税
課
諸
税
係
・
内
線
1
2
0
1

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
が
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を

こ
の
施
設
も
た
く
さ
ん
の
里
子
を
抱
え

て
い
て
、
す
ぐ
に
子
ど
も
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
児
童
相
談

所
か
ら
里
親
に
短
期
委
託
の
依
頼
が
か

か
る
の
で
す
。
保
護
さ
れ
た
里
子
は
、

今
晩
寝
る
場
所
も
な
い
よ
う
な
状
態
で

里
親
の
元
へ
預
け
ら
れ
ま
す
。
中
に
は

不
安
や
淋
し
さ
で
心
に
深
い
傷
を
負
っ

て
し
ま
う
子
も
い
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、

里
子
が
少
し
で
も
安
心
で
き
る
環
境
を
、

私
た
ち
里
親
家
庭
で
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
長
期
委
託
で
の
体
験
に
つ
い
て

で
す
。

長
期
委
託
と
は
里
子
が
成
人
す
る
ま

で
の
長
期
間
で
預
か
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
我
が
家
で
も
、
現
在
二
歳
の
男
の

子
を
二
年
前
に
預
か
っ
て
お
り
、
今
で

は
す
っ
か
り
我
が
家
の
一
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
が
来
て
間
も
な

い
頃
は
、
母
か
ら
離
れ
ず
、
私
た
ち
は

全
然
な
つ
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
な
つ
い
て
も
ら
う
に
は
、
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
彼
が

家
族
に
い
る
事
が
自
然
に
な
り
、
一
緒

立川市人権作文表彰式の様子


